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上
田
地
域
Ｓ
Ｃ
は
、
二
市
一
町
一
村

で
構
成
し
、
本
所
で
あ
る
上
田
事
務
所

と
四
支
所
︵
東
御
、
丸
子
、
真
田
、
長

和
︶、一
連
絡
所
︵
青
木
︶
の
体
制
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
会
員
組
織
は
地
区

ご
と
に
組
織
す
る
地
区
班
が
百
一
班
。

ま
た
、
二
十
七
の
職
群
班
が
あ
る
。
職

群
班
の
う
ち
、
草
刈
り
班
が
最
も
規
模

が
大
き
く
、
約
四
百
人
の
会
員
が
所
属

し
て
い
る
。

「
安
全
は
自
分
で
作
る
も
の
」

　
上
田
地
域
Ｓ
Ｃ
は
、
令
和
三
年
度
の

「
安
全
就
業
優
秀
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
全
シ
協
か
ら
表
彰
さ
れ

た
。
平
成
二
十
二
年
度
の
優
良
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
続
い
て
の
受
賞
と

な
る
。

　
理
事
で
安
全
適
正
就
業
委
員
会
の
委

員
長
を
務
め
る
栁
沢
登た
か
よ
し美

さ
ん
は
、「
表

彰
は
あ
り
が
た
く
、
会
報
で
会
員
に
周

知
し
て
安
全
就
業
の
継
続
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
た
だ
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
故

件
数
は
少
な
い
と
は
言
え
ず
、
特
に
、

草
刈
り
作
業
に
お
け
る
事
故
防
止
が
課

題
で
す
。
安
全
を
何
よ
り
も
優
先
し
、

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
事
故
防
止
対

策
の
徹
底
と
会
員
の
安
全
意
識
向
上
に

今
後
も
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
、
引
き

締
ま
っ
た
表
情
で
語
っ
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
安
全
は
全
て
に

優
先
す
る
」
と
い
う
考
え
方
を
基
に
、

安
全
を
会
員
が
自
分
の
問
題
と
し
て
捉

え
る
よ
う
に
啓
発
。
会
員
が
常
時
携
帯

す
る
安
全
手
帳
に
は
、「
安
全
は
自
分
で

作
る
も
の
で
す
」
と
記
載
し
て
い
る
。

具
体
的
な
安
全
・
適
正
就
業
対
策

　
安
全
・
適
正
就
業
対
策
に
は
、
安
全

適
正
就
業
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
委
員
は
、
理
事
五
人

と
会
員
八
人
︵
各
地
区
代
表
︶。

　
主
な
活
動
は
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
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　上田地域ＳＣは、令和 3年度の「安全就業優秀シルバー
人材センター」として全シ協から表彰された。安全パトロ
ールを 3つの形態で実施するほか、事故検証委員会を開い
て振り返りをしながら再発防止対策を徹底、安全用具の推
奨と使用感のアンケート調査、安全標語の募集など、多彩
な取り組みを展開。事故ゼロを目指して、現在は草刈り作
業時の事故防止と会員の健康管理の支援に注力している。

事
故
検
証
と
再
発
防
止
の
話
し
合
い
、

安
全
用
具
推
奨
な
ど
多
彩
に
展
開

公
益
社
団
法
人

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
長
野
県
）

「安全は自分で作るものです」と、会員が常時
携帯する安全手帳の 1 ページ目に記載している
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実
施
、
事
故
検
証
委
員
会
の
開
催
、
安

全
就
業
・
交
通
安
全
講
習
会
の
開
催
、

安
全
用
具
の
推
奨
、安
全
標
語
の
募
集・

表
彰
な
ど
。

　
主
な
内
容
は
、
以
下
の
通
り
。

︿
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
﹀

　
従
来
の
就
業
現
場
視
察
型
パ
ト
ロ
ー

ル
に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
就
業
前
に

行
う
危
険
要
因
の
予
知
・
予
測
を
含
む

就
業
予
定
場
所
パ
ト
ロ
ー
ル
、
過
去
の

事
故
を
教
訓
と
し
て
生
か
す
た
め
の
現

場
検
証
パ
ト
ロ
ー
ル
︵
ど
う
い
う
場
所

で
ど
の
よ
う
に
事
故
が
起
き
た
か
を
確

認
︶
の
三
つ
の
形
態
で
実
施
し
て
い
る
。

令
和
三
年
度
は
十
七
か
所
で
実
施
し
、

う
ち
二
か
所
は
現
場
検
証
パ
ト
ロ
ー
ル
、

十
五
か
所
は
従
来
型
で
行
っ
た
。

　
従
来
型
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
ほ
ぼ
抜
き

打
ち
で
行
い
、
安
全
就
業
基
準
の
順
守

な
ど
を
確
認
す
る
。
令
和
三
年
度
の
パ

ト
ロ
ー
ル
で
は
、
強
く
指
摘
さ
れ
た
事

項
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
服
装
や
装
備

な
ど
で
軽
微
な
指
摘
を
さ
れ
た
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、長
野
県
Ｓ
Ｃ
連
合
会︵
以

下
、
連
合
会
︶
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
が
毎
年
実
施
さ
れ
る
。
令
和
三
年
度

は
草
刈
り
の
就
業
現
場
な
ど
で
行
わ
れ
、

特
段
の
指
摘
は
受
け
な
か
っ
た
。

︿
事
故
検
証
委
員
会
﹀

　
令
和
三
年
度
か
ら
開
催
。
事
故
検
証

委
員
は
、
安
全
適
正
就
業
委
員
会
の
委

員
長
お
よ
び
副
委
員
長
、
事
務
局
長
、

事
務
局
次
長
。
発
生
し
た
事
故
に
つ
い

て
、
就
業
担
当
職
員
と
就
業
グ
ル
ー
プ

の
会
員
か
ら
発
生
状
況
や
要
因
を
聞
き
、

事
故
を
振
り
返
り
な
が
ら
ど
う
す
れ
ば

防
止
で
き
た
か
を
話
し
合
い
、
再
発
防

止
に
つ
な
げ
る
。

︿
情
報
の
周
知
・
共
有
﹀

　
事
故
が
初
め
て
起
き
た
と
き
や
、
多

発
し
た
と
き
な
ど
は
、
安
全
適
正
就
業

委
員
会
で
Ａ
４
用
紙
一
枚
に
情
報
を
ま

と
め
、
会
報
「
上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
だ

よ
り
」︵
年
七
回
発
行
︶、「
事
務
局
か
ら

の
お
知
ら
せ
」︵
毎
月
発
行
︶
と
共
に
地

区
班
長
が
会
員
に
配
布
。
情
報
共
有
に

努
め
、
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

︿
安
全
就
業
・
交
通
安
全
講
習
会
﹀

　
令
和
三
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
全
地
域

を
対
象
と
し
た
安
全
就
業
・
交
通
安
全

講
習
会
の
開
催
を
見
送
り
、
支
所
単
位

で
の
実
施
を
安
全
適
正
就
業
委
員
会
で

了
承
。
会
員
懇
談
会
で
の
開
催
を
基
本

と
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
れ
も
中
止

と
な
り
、
丸
子
支
所
を
除
い
て
開
催
は

見
送
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
た
だ
、

予
定
し
て
い
た
「
安
全
就
業
・
マ
ナ
ー

講
習
会
」
の
講
師
に
講
習
内
容
を
Ｄ
Ｖ

Ｄ
に
収
録
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
に
よ
る
講
習
を
小

規
模
の
集
ま
り
で
実
施
し
て
い
く
。

︿
飛
び
石
軽
減
の
用
具
を
推
奨
﹀

　
草
刈
り
作
業
時
の
飛
び
石
事
故
が
多

い
た
め
、
飛
び
石
を
発
生
し
に
く
く
す

る
用
具
な
ど
の
情
報
を
集
め
、
厳
選
し

て
推
奨
。
購
入
費
用
の
一
部
を
セ
ン
タ

ー
で
補
助
す
る
。
令
和
二
年
度
は
、
飛

び
石
軽
減
刃
「
隼
は
や
ぶ
さ」
を
推
奨
し
た
と
こ

ろ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
九
割
の
会

員
が
「
飛
び
石
軽
減
の
効
果
あ
り
」
と

回
答
。
令
和
三
年
度
の
替
え
刃
は
「
石

飛
番
」
を
推
奨
し
た
。
購
入
し
た
会
員

に
使
用
感
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
す
る
と
、

飛
び
石
防
止
効
果
や
刃
の
寿
命
に
一
定

の
評
価
を
得
た
。

︿
安
全
標
語
の
募
集
・
表
彰
﹀

　
毎
年
、
会
員
か
ら
安
全
標
語
を
募
集

し
、
入
賞
作
品
︵
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

佳
作
︶
を
選
出
し
表
彰
す
る
。
入
賞
作

品
は
、
毎
年
五
月
下
旬
に
開
催
す
る
定

時
総
会
で
掲
示
す
る
ほ
か
、
会
報
な
ど

に
掲
載
し
て
安
全
意
識
向
上
に
役
立
て

て
い
る
。

　
令
和
三
年
度
は
、
三
十
六
人
か
ら
六

令
和
三
年
八
月
に
、
草
刈
り
の
就
業
現
場
で

行
わ
れ
た
長
野
県
Ｓ
Ｃ
連
合
会
に
よ
る
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
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十
八
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員
会
で

選
考
の
結
果
、
中
澤
芳
江
さ
ん
の
「
出

来
る
は
ず
無
理
と
過
信
が
事
故
ま
ね
く
」

が
最
優
秀
賞
と
な
っ
た
。

　
連
合
会
で
も
、
安
全
・
適
正
就
業
標

語
を
毎
年
募
集
し
て
お
り
、
上
田
地
域

Ｓ
Ｃ
会
員
の
全
作
品
を
応
募
。
令
和
三

年
度
は
、
中
澤
さ
ん
の
作
品
が
連
合
会

で
も
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

事
故
発
生
件
数
と
内
容

　
過
去
五
年
間
の
事
故
発
生
件
数
は
、

次
の
通
り
。

●
平
成
二
十
九
年
度

傷
害
事
故
四
件
、
物
損
事
故
二
件

●
平
成
三
十
年
度

傷
害
事
故
七
件
、
物
損
事
故
六
件

●
令
和
元
年
度

傷
害
事
故
十
二
件
、
物
損
事
故
十
三
件

●
令
和
二
年
度

傷
害
事
故
九
件
、
物
損
事
故
九
件

●
令
和
三
年
度

傷
害
事
故
八
件
、
物
損
事
故
十
五
件

　
事
故
内
容
は
、
傷
害
事
故
で
は
草
刈

り
作
業
中
に
溝
を
飛
び
越
え
た
際
に
ア

キ
レ
ス
腱け
ん
断
裂
、
清
掃
作
業
中
の
打
撲
、

就
業
途
上
に
凍
結
し
た
路
面
で
滑
り
骨

折
な
ど
。
体
力
的
な
衰
え
が
一
因
と
思

わ
れ
る
事
故
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
令
和
三
年
度
の
物
損
事
故
は
、
草
刈

り
作
業
時
が
十
五
件
の
う
ち
十
四
件
発

生
。
就
業
件
数
が
多
い
こ
と
が
要
因
の

一
つ
と
も
い
え
る
。
内
容
は
、
飛
び
石

に
よ
り
車
の
車
体
や
ガ
ラ
ス
を
傷
つ
け

る
、
配
線
コ
ー
ド
を
切
断
す
る
な
ど
。

　
石
井
淳
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
は
、

「
上
田
地
域
は
石
が
多
い
と
い
う
特
性

も
あ
り
ま
す
が
、
い
か
に
こ
れ
ら
の
事

故
を
減
ら
す
か
」
と
課
題
を
挙
げ
た
。

　
飛
び
石
を
軽
減
す
る
刃
や
飛
散
防
止

ネ
ッ
ト
な
ど
用
具
で
防
げ
る
こ
と
は
可

能
な
限
り
行
う
一
方
で
、
物
損
事
故
に

対
し
て
会
員
が
負
担
す
る
賠
償
免
責
額

を
一
万
円
と
し
た
。
以
前
は
、
イ
エ
ロ

ー
カ
ー
ド
な
ど
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
課

す
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
検
討
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
事
故
防
止
対
策
の
徹

底
、
事
故
原
因
の
把
握
と
当
事
者
の
自

覚
の
促
進
、
会
員
の
理
解
な
ど
安
全
適

正
就
業
委
員
会
の
取
り
組
み
の
強
化
と
、

会
員
の
さ
ら
な
る
安
全
意
識
向
上
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

事
故
防
止
に
向
け
て

　
草
刈
り
作
業
に
お
け
る
事
故
検
証
委

員
会
で
は
、
就
業
時
の
事
前
打
ち
合
わ

せ
や
会
員
同
士
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
、
飛

び
石
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
の
使
用
な
ど
、

基
本
的
な
対
策
が
で
き
て
い
な
い
と
き

に
事
故
が
発
生
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と

を
把
握
し
た
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
地
区
ご
と
に

実
施
す
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
ほ
か
の

地
区
と
相
互
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体
制
に

す
る
こ
と
を
検
討
。
ま
た
、
草
刈
り
シ

ー
ズ
ン
前
に
行
う
会
員
の
器
具
の
点
検

を
、
東
御
地
区
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

個
別
に
実
施
し
た
。
そ
の
際
、
点
検
後

に
安
全
宣
言
書
を
各
自
に
書
い
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
安
全
意
識
の
高
揚
に
効

令和 4 年 3 月に開催した「松剪定レベルアップ講習会」。座学と実践
の両面から、安全に作業を行う方法を学んだ
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果
的
だ
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
た
た
め
、

ほ
か
の
地
区
で
も
個
別
対
応
で
同
様
に

実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
制
度
を
新
設

　
安
全
就
業
・
交
通
安
全
講
習
会
を
は

じ
め
、
各
種
講
習
会
へ
の
参
加
を
促
す

目
的
で
、
令
和
二
年
度
に
ポ
イ
ン
ト
制

度
を
新
設
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
思

う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
が
、
会
員
の

反
応
は
ま
ず
ま
ず
の
よ
う
だ
。

　
飛
び
石
軽
減
の
替
え
刃
の
推
奨
・
購

入
に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
安
全

標
語
の
応
募
も
ポ
イ
ン
ト
加
算
と
な
る
。

体
組
成
計
で
健
康
管
理
を
支
援

　
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
時
点
の
会

員
の
平
均
年
齢
は
、
七
十
三
・
一
歳
。

毎
年
上
昇
し
て
お
り
、
平
均
年
齢
を
超

え
た
会
員
に
適
し
た
就
業
機
会
の
開
拓

も
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
室
賀
文
子
業
務
係
長
兼
事
務
局
次
長

は
「
毎
年
、
年
齢
が
上
が
っ
て
い
き
ま

す
の
で
“
大
丈
夫
”“
で
き
る
よ
”
と
い

う
会
員
か
ら
の
返
答
に
、
本
当
に
大
丈

夫
か
な
と
感
じ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

無
理
な
く
、
安
全
に
就
業
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
事
務
局
で
は
一
層
の
気
配
り

が
必
要
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
平
均
年
齢
の
上
昇
に
伴
い
、
会
員
自

身
の
病
気
や
体
調
不
良
に
よ
る
退
会
が

増
え
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
会
員

の
健
康
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
労
働
者
派
遣
事
業

で
選
任
し
て
い
る
産
業
医
に
、
健
康
ア

ド
バ
イ
ス
を
寄
稿
し
て
も
ら
っ
て
、
会

報
に
掲
載
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
令
和

四
年
三
月
に
、
体
組
成
計
を
各
支
所
に

配
置
し
た
。
体
脂
肪
率
や
筋
肉
量
、
体

水
分
量
、
基
礎
代
謝
量
な
ど
健
康
管
理

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
計
測
が
で
き
、

結
果
を
印
刷
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
一

か
月
に
一
回
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
自
己
管

理
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
利
用
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

安
全
も
お
互
い
さ
ま
の
精
神
で

　
石
井
事
務
局
長
は
、
今
回
の
全
シ
協

表
彰
に
つ
い
て
、「
平
成
二
十
二
年
度
に

優
良
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
い
た

だ
い
て
、
長
く
取
り
組
み
を
続
け
て
き

た
結
果
の
評
価
と
し
て
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
事
業
で
は
、
会
員
同

士
が
支
え
合
い
、
周
り
か
ら
も
安
全
を

促
す
こ
と
で
事
故
が
減
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
就
業
先
を
は
じ
め
講
習
会
へ
の

参
加
な
ど
で
も
声
を
掛
け
合
っ
て
、
お

互
い
さ
ま
の
精
神
で
事
故
防
止
と
健
康

管
理
に
努
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
今
後

も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と

思
い
を
語
っ
た
。

　
安
全
適
正
就
業
委
員
会
委
員
長
の
栁

沢
さ
ん
も
、「
生
き
が
い
を
持
ち
、
そ
の

人
に
ふ
さ
わ
し
い
働
き
方
を
仲
間
と
支

え
合
い
な
が
ら
す
る
こ
と
が
セ
ン
タ
ー

事
業
の
理
念
で
す
。
安
全
も
同
じ
。
こ

の
理
念
を
み
ん
な
で
共
有
で
き
る
組
織

を
目
指
し
ま
す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

︵
増
山
美
智
子
︶

｢

安
全
就
業
優
秀
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー｣

の
賞
状
を
手
に
す
る
関
惠
滋
理
事
長
︵
写
真

左
︶
と
、
竹
内
和
子
副
理
事
長

事業運営状況 （平成28年度～令和 2 年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成28 1,335 685 2,020 2.8 1,911
（239,151） 94.6 13,632 1,171,850 26.6/73.4

29 1,339 692 2,031 2.8 1,914
（233,506） 94.2 13,138 1,149,956 25.6/74.4

30 1,324 694 2,018 2.8 1,885
（233,798） 93.4 12,640 1,148,130 24.7/75.3

令和元 1,309 697 2,006 2.7 1,898
（229,344） 94.6 12,421 1,169,342 25.2/74.8

2 1,292 691 1,983 2.7 1,688
（207,326） 85.1 12,104 1,090,644 25.0/75.0

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2 年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む


